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要 約

ア ミド系殺菌斉」「メプロニル」 (CAS N0 55814 41‐ 0)に ついて、農薬抄録
を用いて食品健康影響評価を実施 した。

評価に供 した議験成績は、動物体内運命 (ラ ット)、 植物体内運命 (水 稲、
ぶ どう及び レタス )、 土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物等残留、急性毒
性 (ラ ット、マ ウス及びウサギ)、 亜急性毒性 (ラ ット及びイヌ)、 慢性毒性 (ラ

ッ ト及びイヌ )、 発がん性 (マ ウス )、 3世代繁殖 (ラ ッ ト)、 発生毒性 (ラ ッ
ト及びウサギ )、 遺伝毒性試験等である。

試験結果か ら、メプロニル投与による影響は、主に体重増加量及び肝 FInに 認
められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体にと
つて問題 となる遺伝毒性は認められなかった。

各試験で得 られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた 2年 間慢性毒性試験
の 5 mg/kg体 重/日 であつたので、これを根拠 として、安全係数 100で 除 した
0 05 mg/kg体 重/日 を一 日摂取許容量 (ADl)と 設定 した。



I

可 .

2

評価対象農薬の概要

用途

殺菌斉1

有効成分の一般名

和‐名 :メ プ ロニル

英名 :mepronil(lSO名 )

化学名

IUPAC
和名 :3'イ ツプ t]ボ キシ ο トルアニ リ ド

lt.名  :3'isol)l(,1)● 卜`
‐″~tOlu a nili(le

CAS(No 55814‐ 41・ 0)

和名 :2メ チノし∫千13(1‐ メチルエ トキシ)フ ェニル ]ベ ンズア

英名 :2■nct〕 1)′ lA¬ 3(l nlctl、 ylethoxy)phcllylibcllzamidc

Ⅱ 安全性に係る試験の概要

農薬抄録 (2009年 )を 基に、毒性に関する主な科学的知見を整理 した。

各種運命試験 [Ⅱ l～ 4]は 、メプロニルのアニ リン環の炭素を 14cで均一

に標識 したもの ([ani‐ 14cIメ プロニル )、 ベンゾイル環の炭素を 14cで均一

に標識 したもの (〔 ben‐ 14c]メ プ ロニル)及 びイ ソプロポキシ基の先端の水

素を重水素で標識 したもの (D‐ メプロニル)を 用いて実施 された。放射能濃

度及び岱謝物濃度は、特に断 りがない場合はメプロニルに換算 した。代謝物

/分 解物略称及び検査値等略称は別紙 1及 び 2に 示 されている。

1 動物体内運命試験

(1)吸 収

① 血中濃度推移

Wistarラ ッ ト (一群雌雄各 4匹 )に 、[ani-14C]メ プロニルを 5 mg/kg

体重で単回経 口投与 し、血中濃度推移について検討 された。

血漿中放射能濃度推移は表 1に 示 され′ている。

メプロニルは速やかに吸収 され、血漿中放射能は雄で 05時 間後、雌で

025時 間後に Cnla、 に達 した。投与直後の短時間に速やかな減少がみられ、

続いて比較的長い時間に緩慢な減少がみ られたことか ら、二相性がある

と考えられた。α相の Tl,2は 雄で 117時 間、雌で 083時間であつた。性

差は認められなかった。 (参 照 7)

表 1 血漿中放射能濃度推移

投与 量 5 1ng/kg体 重 /日

性 別 雄 雌

Tina、 (Π寺1晋 1) 05 025

Cnax(卜 lg/1,) 208

Tl'2(時 間 ) l17 083

② 吸収率

尿中排泄試験[1(4)① ]よ り得られた投与後 24及 び 96時 間の尿中排泄
率が 724～ 768%TARで あったことから、吸収率は概ね 70%以上であると

考えられた。 (参 照 8)

(2)分 布

Wistarラ ット (一 群雄 3匹 )に、 [ani‐ 14c]メ プロニルを 5 mg/kg体重
で単回経 口投 与し、体内分布試験が実施 された。

3

ミ |

分子式

(1lFI1 9N02

5 分子量

2694

6 構造式

Q」

7 開発の経緯

メプロニルは、197)年 にクミアイ化学工業株式会社により開発 されたアミ

ド系殺菌斉」であ り、イネ贅枯病菌など担子菌類に特異的活性を示す。その作用

機構は呼吸系のコハ クll・ lllL水 素酵素の阻害と考えられている。メプロニルは、

海外では韓国、台湾、スイス及びマ レーシアで登録 されている。

我が L「 では 1981年 に初回農薬登録されている。ポジティブ リス ト制度導

入に伴 う暫定基準値が設定 されている。また、魚介類への残留基準の設定が

要請されている。

Ｃ

／
一

、

Ｃ′
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主要組織における残留放射能濃度は表 2に示 されている。

投与 15分 及び 1時 間後の臓器及び組織 中残留放射能濃度 は、胃、腎臓、

肝臓、小腸等で高 く、小場を除いて経時的に減少する傾向が認められた。

(参 照 8)

表 2 主要組織における残留放射能濃度 (μ g/g)

胃(525)、  /」 月ヽ分(986)、

肝臓 (529)、 腎臓 (376)
血漿 (o69)、 血 液 (043)

(3)代 謝

Wistarラ ッ ト (一群雄 411)に 、〔ani-1lC]メ プロニルを 5 mg/kg体 重
で単回経 口投 与 tン 、Iそ |よ I)‐ メプロニル と非標識メプロニルの等モル混合

物をエ タノールに溶解 し′、うツ6ア ラビア ゴム水溶液混濁液 を調製 して約
1 00 11lg/kg体 重を単日経 fJ投 与して、代謝物同定・定量試験が実施 され
た。 また、体内分布試験 [1(2)]に おいて投与 6時 間後 (盲 腸のみ 24時
階l後 )の 雄の臓器を試■|と して、各臓器 中の代謝物同定・定量試験 も併
せて実施 された。

投与後 48時 間の尿、■及び胆汁中の代謝物は表 3に 示されている。

尿中における主要代 ll1 1勿 は 3で 、他には C、 D、 E及び未同定代謝物

(〔」Kl～ 3)11検 出され、規化合物は検出されなかった。糞中からは、親

化合物、B、 C、 1)、 E及 び未同定代謝物 (UK l～ 3)が 検出 されたが、尿

中と比較するといずれ も少量であった。胆汁中では尿 中と類似 した傾向
が認め られたが、D及 び tiI(1は 検出されなかった。

D‐ メプ ロニルを投与 iン た試験では、親化合物、B、 C、 D及び Eが 検出
された。尿中で |ま 代前1物 の多 くが抱合体 として存在 した。 [ani‐ 14c]メ プ
ロニル を投与した試験 と同様に、親化合物は糞中からのみ検出された。

各臓器 中のイt謝 .・
1同 定・定量試験では、肝臓、腎臓及び血漿では Bが

多 く検出 され、次いで C、 規化合物が検出された。これらの多 くは抱合

体 として検出された。′」ヽ腸及び盲腸では B及 び Cが ほば同程度に検出さ

れた。 このことから、メプロニルは肝臓で代謝 され、それ らが血液によ
つて腎臓へ、胆汁によって小腸や盲腸へ移動すると考えられた。

メプロニルのラッ ト体内における代謝は、θ脱イソプロピル化及びア
ニ リン環の水酸化であ り、これ らの反応により生成 した B及び Cに つい

ては、 さらに酸化や θ〕レrソ プロピル化を受けると考えられた。また、
これ らの「そ訓すに続いて抱合化が進む ことが考えられた。腸肝循環が行わ

れ ることか ら、経「コ投与され′たメプロニルはこの過程 を何度か経ること

で代謝 され る と考 えられた。 (参 照 8)

蓋 1_投 与後 48時間の尿、糞及び胆汁中の代謝物 (%TAR)

投与量 性 男リ 試 料 親化合物 代謝物

5 mg/kg体 重 雄

尿 く01
B(393)、 C(94)、 D(10)、 uK l(02)、
E+UK 2(15)、  UK‐ 3+原 ′点=(55)

糞
B(14)、 C(29)、 D(02)、 UK‐ 1(04)
E+UK‐ 2(06)、  UK‐ 3+F」 ′点てlo)

月ユ|「 く01
B(261)、  C(71)、  E+UK‐ 2(09'
UK 3+原 点大(196)

力:TLCで の 原 点 ス ト

(4)排 泄

① 尿及び糞中排泄

Wistarラ ッ ト (一 群雌雄争 4匹 )に 、 [ani llC]メ プロニル を 5 mg/kg
体重で単回経 口投与 し、排泄試験が実施 された。

尿及び糞 中排泄率は表 4に 示 され ている。

雌雄いずれ においても投与放射能の大部分が投与後 24時 間で排泄 され、
投与後 96時 間でほぼ完全 に尿又は糞 中に排泄 され た。主要排泄経路 は尿
中であった。 (参 照 8)

表 4 尿及び糞中排泄率 (%TAR)
試 雄 雌

技 与後

24時間 尿一罐
724 733

128
投与後

96日寺晨1

尿 756 768
糞 217 16 1

② 胆汁中排泄

胆管カニュー レを装着 した Wistarラ ッ ト (一 群雌雄各 4匹 )に 、
[ani l.C]メ プロニルを 5 mg/kg体 重で単回経 口投与 し、胆汁中排泄試験
が実施 された。

投与後 6及 び 48時 間の胆汁中排泄率は表 5に示 されている。
胆汁中へは 48D寺間までに雄での 699%TAR、 雌で 528%TARが 排泄 さ

れ、優位な排泄経路であることが示唆された。(参 照8)

表 5 投与後 6及 び 48時間の胆汁中排泄率 (%TAR)

試 料 雄 雌

胆汁 中
投与後 6時 間 429 355
投与後 48時間 699 528



2 植物体内運命試験

(1)水稲

水稲 (品 種名 :コ シヒカ リ)に 、 [ani‐ 14c]メ プロニル又は[ben 14c]メ

プロニル′を、それぞれ 1 13 kg ai/haの 用量で収穫 28、 21及 び 14日 前に

茎葉散布 し、植物体内運命試験が実施 さね,た 。試料 として、最終散布 14

日後に収穫 された玄米、稲わら及びもみ殻が使用された。

最終散布 14口 後の水稲の各部位における残留放射能濃度は表 6に 示 さ

れている。

玄米中からは■11ヒ 合物が約 80%TRR検 出され、代謝物 として [ani‐ 1lC]

メプロニル処Tll辞 か らは B、 G及 び H並 びに 3及 び Fの グル コース抱合

体が認め られたが、いずれも 20%TRR未 満であつた。また、[ben‐ 14c]

メプロニル llL理 ‖からは B及 び G並びに Fの グルコース抱合体及び Fの

マロニル グルコース抱合体が認められたが、いずれt)15%TRR未 満であ

った。

稲わらか「シlitヽ ずれの処理群から t,親 化合物が最 も多く、70～ 75%TRR
検出 された=稲 1つ i,中 代謝物 として、いずれ′の処理群からも B、 F、 G及
び I、

「
及び Pび

'グ
ル コース抱合体並びに Fの マロニルグル コース抱合体

が認められ、Lini l,C]メ プロニル処理群からのみ Hが認められたが、い

ずれ も う%TRR未 満であつた。

もみ殻で 1ぅ 親化 合物が最 も多く、75～80%TRR検 出された。 もみ殻 中

代謝物 として、いずれの処理群か らも B、 F及 び G並 びに F及 び Iの グ

ル コース抱合体がfgめ られ,、 [ani llC]メ プロニル処理群のみ、B及 び H
のグル コース抱合 l■ 、〔ben‐ 1lC]メ プロ三ル処理群のみ、Fの マロニル グ

ル コース抱合体及び Pの グル コース抱 合体が認め られたが、いずれ も

5%TRR未 満であつた。

水稲におけるメプ 11ニ ルの代謝は、脱アルキル化及び酸化 を経て抱合

化へ進む と考え_ら ,1た 。 (参 照 8)

表 6 最終散布 14日 後の水稲の各部位における残留放射能濃度 (mg/kg)

| [bOn itC]メ プロ
三二

玄 米 稲わ ら もみ殻

,処 理11羊 463 290 629
/処 l ll群 294 302 526

(2)ぶ どう

ちよどう (品 千菫名 :Thonlpson)に 、[ani‐ 1lC]メ プロニル又は[bcn‐ 1lC]

メプロニルを、それぞれ 2 63 kg ai/haの 用量で収穫 45日 前に茎葉散布

し、植 1勿 体内運命試験が実施 された。試料 として、散布 45日 後に収穫 さ

れた果実及び葉が使用 された。

散布 45日 後のぶ どうの各部位における残留放射能濃度は表 7に 示 され
ている。

果実 中には親化合物が最 も多 く (489～ 741%TRR)、 代謝物 として

[ani‐ 14c]メ プロニル処理群からは B、 I並 びに B及び Cの グルコース抱

合体が検出されたが、Bの グル コース抱合体が 92%TRR認 められた以外、
他は 30%TRR未 満であった。また、[ben‐ 14c]メ プロニル処理群か らは B
並びに B及 び Cの グルコース抱合体が 17、 192及び 73%TRR認めら

れた。

葉中か らも親化合物が最 も多 く検出された (約 70～ 85%TRR)。 いずれ
の処理群か らも B、 I、 C及 び Fの グル コース抱合体が認め弓れ、[ben‐ 14c]

メプロニル処理群からのみ Bの 抱合体が認 められたが、いずれ も 5%TRR
未満であった。

ぶ どうにおけるメプロニルの代謝は、脱アルキル化及び酸化を経て抱
合化へ進む と考えられた。 (参 照 8)

表 7 散布 45日 後のぶどうの各部位における残留放射能濃度 (mg/kg)

(3)レ タス

レタス (品 種名 :Weldmanns'Green)に 、 [a ni‐ 14cIメ プ ロニル又は

[ben llC]メ プロニルを、それぞれ 2 25 kg ai/haの 用量で 3回 茎葉散布 (1

回日は 4～ 6本葉期、最終散布は収穫 30日 前)し 、植物体内運命試験が実
施 された。試料 として、最終散布 30日 後に収穫 された レタスが使用 され
た。

最終散布 30日 後のレタスにおける残留放射能濃度は表 8に 示されてい

る。

レタスか ら検出された残留放射能は 074～ 194 mg/kgで あ り、水稲や
ぶどうと比較す ると少量であった。

レタス中か らも親化合物が最 も多 く検出された (323%TRR)。 いずれ
の処理群からも B及 び Fの グルコース抱合体、Fの マロニルグルコース

抱合体が認められ、[ani‐ 14c]メ プロニル処理群のみ、B及 び Iの グル コー
ス抱合体が認められた。B及び Fの グル コース抱合体、Fの マロニルグ
ルコース抱合体は比較的多 く、約 7～ 20%TRR検 出された。B及 び Iの グ
ルコース抱合体は 5%TRR未満であった。

14c]メ プロニル処理群



[aniコ Clメ プ ロニル 散布 群

巨堕輩⊆量_空 _二 壁
=菫

表 8 最終散布 30日 後の レタスにおける残留放射能濃度 (mg/kg)

試験 区

以上のことよ り植物体内におけるメプロニルの代謝は、脱アルキル化
及び酸化を経て抱合化へ進むと考えられた。 (参 照 8)

3 土壌中運命試験

(1)好 気的湛水土壌中運命試験

[ani‐ llc]メ プロニル又はIben t4c〕 メプロニルを、水深 1～ 15cmと なる
ように蒸留水を加 えた FI」 内土壌 [軽 埴土 (静岡)]に l mg ai/kgで添加 し、
25℃ 、暗所で 14‐ 3日 間インキュベー トす る好気的湛水土壌中運命試験が実
施 さオtた 。

メブ 暉ニルの好気的湛水条件における推定半減期は、488～ 506日 であ
つた,規 化合物が最 t,多 く検出され、処理 10日 後には 417～ 480%TAR
が検出されたが、試験終了時には 93～94%TARに 減少 した。分解物 とし
て [arli 1l clメ プ ロニル処理群から3及び Hが 、[ben 14c]メ プロニル処理
群か らでチが言]め らヤし、 処lH lo日 後に B力 0`8%TAR、 Hが 125%TAR、 J
が 24ツ 6`「AR ln‐ 出されたが、試験終了時にはいずれも 2%TAR未 満に減少
した。 Bは 、試験即;間 を通 じて 1%TAR未 満であった。 [ani‐ 14c]メ プロニ

ル処理群で 1lI規 化合物は経時的に減衰 し、結合型残留物が 142日 後に約
70%TAR検 け|さ れ、その内フミンが 40%TARを 占めた。 [ben‐ 1lC]メ プロ
ニァレ処IL群 ては li(102)が 経時的に増カロし、142日 後に432%TARに 達 した。
(参 照 81

(2)好 気的土壌中運命試験

[a ni‐ 1lClメ プロニル又は[ben llC]メ プロニルを、国内土壌 [軽 埴土 (静
岡)]に 約 2 6 11lg ai/kgで 添加 し、25℃ 、暗所で 90日 間インキュベー ト
する好気的土壌中運命試験が実施された。

メプ ロニ′レの好気的条件における推定半減期は、387～ 41日 であった。
親化合物が最 も多く検出され、処理 3日 後には約 80%TAR検 出されたが、
90日 後には約 20ツJ｀Altに 減少 した。分解物 として[ani-14c]メ プロニル処
理群か らB及 び Hが 、[bcn 14c]メ プロニル処理群からB及 び Jが 認めら
れ、処 TIj1 3日 後に Bが 04～ 06%TAR、 Jが 07%TAR、 7日 後にHが 05%TAR
検出されたが、試験終了時にはいずれも 05%「ΓAR未満に減少 した。また、

[ani‐
1lC]メ プロニル処理群では親化合物は経時的に減衰 し、結合型残留物

が 90日 後に約 60%TAR検 出された。その内フミンが 332%TARを しめ

た。 [ben‐ 14c]メ プロニル処理群では 14co2が 経時的に増カロし、9o日 後に

428%TARに なった。同時点の結合型残留物は 236%TAR検 出され、そ
の内フミンが 159%TARを しめた。

好気的土壌及び好気的湛水土壌 中におけるメプロニルの分解経路は、脱
アルキル化により Bを 生成 し、又はア ミド結合部の酸化的開裂により J

及び Hを生成す る経路であ り、さらに結合残留物又は無機化 による C02
を生成する経路 と考えられた。 (参 照 8)

(3)土壌吸着試験

メプロニルを用いて、4種類の国内土壌 [軽埴土 (茨城及び高知 )、 シ
ル ト質埴壌土 (茨城)及 び壌質砂土 (宮 崎)]を 用いて土壌吸着試験が実

施 された。

FreundliChの 吸着係数 Kadsは 557～ 232、 有機炭素含有率により補正
した吸着係数 Kocは 371～ 891で あった。 (参 照 8)

4 水中運命試験

(1)加 水分解試験

非標識メプロニルを約 28 mg/Lの 濃度で pH 4(ク エン酸緩衝液 )、 pH
7(ク エン酸緩衝液)及 び pH 9(ホ ウ酸緩衝液)の 各滅菌緩衝液に添加 し、
50℃ 、暗所条件下でインキュベー トする加水分解試験が実施 された。

50℃ 、5日 間での分解がいずれの緩衝液においても 10%以 下であったた

め、25℃ における推定半減期は 1年以上と推定された。 (参 照 8)

(2)水 中光分解試験

[ani-14c]メ プロニル又は[ben 14c]メ プロニルを、滅菌蒸留水 (pH 57)
又は滅菌自然水 (pH 79、 河川水、静岡)に 4 mg/Lの 濃度で添加 した後、
25± 2℃ で 6日 間キセノンアークランブ (光 強度 :475W/m2、 測定波長 :

300～ 400 nm)を 連続照射する水中光分解試験が実施 された。

両標識体において照射 6日 後のメプロニルは蒸留水及び 自然水で、
524～ 658%TARに減衰 し、分解物 として Gが 71～ 124%TAR検 出され
た。その他、[ben‐ 14c〕 メプロニル処理群から J、 K、 N及 び Mが検出さ
れたが、いずれも試験期間中 54%TAR以 下であった。

[ani‐ 14clメ プロニル処理群における推定半減期は滅菌蒸留水で 97日 、
滅菌 自然水で 67日 、東京における春の太陽光下に換算 した推定半減期は
59及 び 41日 、[ben‐ 14c]メ プロニル処理群における推定半減期は滅菌蒸
留水で lo 2日 、滅菌 自然水で 69日 、東京における春の太陽光下に換算



した推定半減期は 62及 び 42日 であ り、自然水の方が分解速度が早い傾

向であつた。

水中におけるメプロニルの光分解経路は、トルイル酸部メチル基の酸化

による中膚1体 Fの 生成を経て閉環する Gの生成、その他にベ ンズアニ リ

ドの開裂による (J、 K、 N及 び 1/1の 生成と考えられた。 (参照 8)

5、 土壌残留試験

沖積 t・ 砂壌十 (富 山)、 大 山灰土・砂壌土 (熊 本 )、 洪積土・壌土 (神 奈

り )、 火山灰上・1直 壌 Jl(0鳥 取及び②栃木 )、 沖積土・lLF土 (佐賀 )、 沖積

土・埴壌土 (0静 障1及 びC)熊 本)及 び洪積土・埴土 (長 野)を 用いて、メブ

ロニルを分析対象化合物 とした土壌残留試験 (容器内及び固場)が 実施され

た。

推定半減期は表 9に 示 されている。 (参 照 8)

6 作物等残留試験

(1)作 物残留試験

水稲 、小麦、果実、野菜等 を用 いて、メプ ロニル を分析対象化合物 とし

た作物残留試験 が実施 された。結果 は別紙 3に 示 されている。メプロニル

の最高値は、最終散布 28日 後に収穫 された大麦の 083 mg/kgで あった。

(参 照 8)

(2)魚 介類における最大推定残留値

メプ ロニルの公共用水域 における予測濃度である水産 PEC及 び BCF
を基に、魚介類 の最大推定残留値 が算出 された。

メプ ロニルの水産 PECは 65‖ g/L、 BCFは 41(試験魚種 :コ イ )、 魚

介類にお ける最 大推定残留値は 133 mg/kgで あった。 (参 照 8)

(3)乳 汁移行試験

ブ リテ ィッシュ・ア リジア種乳牛 (―群 3頭 )に メプ ロニル を 30日 間

混餌 (0、 5、 15及 び 50 ppm)投 与後、その後の 30日 間は検体を含 まな

い飼料 を投与 し、乳汁移行試験が実施 された。乳汁試料 は、投 与期間中 8

回 (2、 4、 8、 14、 18、 22、 26及 び 30日 後 )、 投 与中止後 4回 (37、 44、

51及 び 60日 後 )採取 した。

搾乳 した試料 中メプロニルは、定量限界未満 (0 5 ng/mL未満 )で あっ

た。メプ ロニル は、平L汁 へ移行 し、蓄積す るこ とはない と考 え られた。(参

照 8)

7 -般 薬理試験

ラッ ト、ウサギ及びモルモ ッ トを用いた一般薬理試験が実施 された。結果

は表 10に示 されている。 (参 照 8)

表 9 土壌残留試験成績

条‖il

|
顔 ヽ

1  躁i試 験
推定半減 期 (日 )

I -l trr =tv

I LrfL上』±糠
34

≧ 183

55

`14

不 明

讚 11+―
85

32

2

試験
1畑
地÷器[::;措 1面嵩晃≒£轟u― 4

※ 容

(75%)を 使 ‖].

地 条 件 で 水 和 剤



表 10 -般 薬理試験概 要

0、  5,000
10.000

0、 500、 1,000

(腹 性内 )

ぎ/mL
(浸 潰

′
1｀yrode 7夜 )

自発 性 収 箱 に

対 し強 い 抑 制

作用 を示 した。

ACh  又  |ま

BaC12 1こ よ る

収 縮 に 対 し強

い 抑 制 作 用 を

示 した。

いた経 口投与による急性毒性試験 が実施 された。結果 は表 11に示 され て

いる。 (参 照 8)

投与 群

中

枢

神

経

系

一般行 動

摘 出 回 lF

‖[10

自

律

神

経

系

月に ]

摘出 千官

(2"″′2ο )

検体は経口投与試験で「105%Cヽ IC 腹腔内及び静lFk内 投与試験では Tween80 40%メ タノ
ール‐生Tll t 41水 に懸濁 l´ て用いた。

8 急性毒性試験

(¬ )急 性毒性試験

メプ ロニル原 ll_7‐ ラ ッ ト及びマ ウスを用いた経 日、経皮、腹腔内及び皮

下投与、ウサギを用いた経 口及び経皮投与、ラッ トを用いた吸入投与によ

る急性毒性試験が実施 された。また、原体混在物及び代謝物の ラッ トを用

Ha,tlc、
―し′レ==:ン

5X106
gll■ L

試験の種類 甲71(濫濶
(投 与経路 )

結果の概要

投 与 に よ る 影

響 な し

500 1ntts体重以

上投与群で自発

運動減少、東1激反

応減少、よろめき

歩行、失禁、体温

低下及び鼻出血

1,000 mJ喀 体重

投与群で流涎及
U河吸麺

投 与 に よる影

響な し

投 与 に よ る影

響な し

投 与に よ る影

響な し

投 与 に よ る影

響な し
lo 4 g/rnL

― :作 用 量 又 は 無 111Tま丼(111用 量 II設 定 〔き な か つ た 。

表 11 急性毒性試験概要

被験物質
投与

経路
動物種

LD50(mg/kg体 重 )

観察された症状
雄 雌

原 体

経 日

SDラ ッ ト

雌雄各 1011L
10,000 >10、 000

症状及 び死 亡例 な

し

Wistarラ ッ ト

雌 雄 各 10匹
>10000 >10000

軽度の立毛

死亡例な し

経 皮

SDラ ッ ト

雌雄 各 1011E
>5、 000 >5,000 症状及 び死 亡例 な

し

Wistarラ ッ ト

雌 雄 各 10 LL
>10,000 >10,000 /j■ 状 及 び 死 亡 例 な

し

腹 月空内

SDラ ッ ト

雌雄 各 10匹
>5,000 >5,000

自発運動低 下 、ス ト

レッチ ング様 症 状 、

異常歩行 、腹 臥 及び

側 臥

死 亡例 な し

ヽヽFistarラ ッ ト

雌 雄 各 10匹
5,000 5200

うずくまり、立毛、

呼吸促進、眼球及び

鼻周辺 部 か らの出

血、食欲減退

皮 ト

SDラ ッ ト

雌 雄 各 10匹
>5000 >5,000 症 状 及 び 死 亡 例 な

し

Wistarラ ッ ト

雌雄各 1011L
>5,000 >5,000

軽度の立毛

死亡例な し

吸 入
Wistarラ ッ ト

雌 雄各 5匹

1,C50(mg/L) 症状及び死 亡例 な し

>132 >1.32

経 日

lCRマ ウス

雌雄各 lo匹

LD50(In g/kg) 圧 状 及 び 死 亡 例 な

し>10,000 >10,000

ddYマ ウ不

雌雄各 10匹
>10、 000 >10,000 症状及 び死 亡例 な

し

継 虐

ICRマ ウス

ltt雄 各 lo匹
>5、 000 >5,000 症 状 及 び 死 亡 例 な

し

ddYマ ウス

雌雄各 lo匹
>10,000 >10,000 症 状 及 び 死 亡 例 な

し




